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原型炉構造材料候補である低放射化フェライト鋼 F82H の実機環境でのトリチウム透過挙動の理解のた

めに、F82H板材に対し実機模擬環境下で熱処理を施した後に微細構造分析と重水素透過試験を行った。 
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1. 緒言 

核融合炉構造材料として使用が検討されている低放射化フェライト鋼は高温において高い透過係数を有

するため、実機ではトリチウムの透過漏洩が重大な検討課題となる。これまで鋼材中の詳細な水素同位体

透過挙動が明らかにされているが、実機環境における構造材料の変化やそれに伴うトリチウム透過挙動の

変化に関する報告は少ない。そこで本研究では、実機におけるトリチウム移行挙動の正確な予測のために、

実機環境を模擬した熱処理を低放射化フェライト鋼 F82H に施し、微細構造分析と重水素透過試験を通し

て実機環境における水素同位体透過挙動を調査した。 

2. 実験 

原型炉実機模擬環境として、1%水素混合ヘリウム流下で 300～500 °C、100～200 時間の熱処理を F82H

平板に施した。熱処理後の試料分析として、走査型電子顕微鏡（SEM）観察および X 線光電子分光法（XPS）

による微細構造解析、またガス透過法による重水素透過試験を実施した。 

3. 結果と考察 

実機模擬熱処理後の試料に対して XPS による表面分析を行った結

果、いずれの試料においても鉄酸化物層が表面に形成しており、

熱処理温度が高いほど酸化物層が厚くなっていることが確認され

た。図に実機模擬熱処理を施した試料の各温度における重水素透

過係数を示す。熱処理前の F82H と比較して、いずれの試料も重水

素透過係数が有意に変化することはなかった。これは、生成した

鉄酸化物層が緻密でなかったため、酸化物層中の隙間から重水素

が透過したためと考えられる。以上の結果より、熱処理によって

形成した鉄酸化物層は水素同位体透過挙動にほとんど影響を及ぼさ

ず、トリチウム透過低減に寄与しないことが示唆された。 
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図 実機模擬熱処理後 F82H 試料の 

重水素透過係数の比較 
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